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第 29 回

問合せ　南方熊楠顕彰会事務局（☎ 0739-26-9909）

問合せ　総務課 人事係（☎ 0739-26-9916）

4 月 1 日から市役所の行政機構が一部変わります

南方熊楠顕彰館の各種イベントを開催します

問合せ　南方熊楠顕彰館（☎ 0739-26-9909）

熊
楠
を
も
っ
と
知
ろ
う
！
シ

リ
ー
ズ
第
43
回
﹁
常
設
展
展

示
替
え
の
内
容
に
つ
い
て
﹂

☆
☆
５
月
４
日
㊏
㊗　

14
時
～

☆
本
年
３
月
末
に
行
っ
た
常
設

展
の
展
示
替
え
に
つ
い
て
、
監

修
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
よ
る

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

■
パ
ネ
リ
ス
ト

◇
武
内 

善
信 

さ
ん
（
和
歌
山

城
整
備
企
画
課
学
芸
員
）

◇
松
居 

竜
五 

さ
ん
（
龍
谷
大

学
国
際
学
部
教
授
）

◇
田
村 

義
也 

さ
ん
（
南
方
熊

楠
顕
彰
会
学
術
部
長
）
ほ
か

■
そ
の
他　

事
前
申
込
不
要
。

当
日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　「南方熊楠賞」は、国内外を問わず、熊楠翁の研究対象であった博物学的分野・民俗学的分野の研究に顕著
な業績のあった研究者に贈られるもので、第 29回受賞者は、自然科学の部より、馬渡駿介氏（北海道大学名
誉教授）が選考されました。

1946 年 10 月　 東京都生まれ
1969 年　3 月　北海道大学理学部生物学科卒業
1971 年　3 月　北海道大学大学院理学研究科動物学専攻修士課程修了
1974 年　3 月　北海道大学大学院理学研究科動物学専攻博士課程修了
　　　　　　　  理学博士取得
1975 年　4 月　日本大学医学部 助手
1980 年 11 月　 日本大学医学部 講師
1982 年　4 月　北海道大学理学部 助教授
1988 年　4 月　北海道大学理学部 教授
2007 年　4 月　北海道大学総合博物館館長
2010 年　3 月　北海道大学定年退職　
　　　　　　　  北海道大学名誉教授　現在に至る馬

ま わ た り

渡 駿
しゅんすけ

介 氏

略　歴

南方熊楠賞記念特別公開 南方熊楠賞授賞式・受賞記念パーティー

※①②ともに、上記へ電話
でお申し込みください。

■選考理由（抜粋） 南方熊楠賞受賞コメント（原文）

　一貫して無脊椎動物の種分類学に関
する研究に邁

まい

進し、特に苔虫動物門に
属し淡水から海水に生息する、コケム
シと呼ばれる群体性の固着生物の研究
に注力。多くの新種を含む日本産コケ
ムシ類の種類相を明らかにした。また、
世界中のコケムシ標本との比較研究も
行い、いくつかの科・属・種について
の分類体系に改訂を加えた。広範な無
脊椎動物についてフィールドにおける
丹念な調査・研究に基づき種を記載・
分類するという姿勢は、熊楠翁の精神
に通じるものがある。

　巨人の名を冠した賞を、足下にも及ばない私がいただくことの責
任の重さを痛感しながら、おこがましくも、巨人南方熊楠と凡人私
との共通点を三つあげさせていただきます。一つ目はロンドン自然
史博物館でしばらく仕事をしたことです。雑務皆無の中、サウス
ケンジントン駅前で毎日紅茶とターキーサンドイッチを昼食用に求
め、時に熊楠翁に思いをはせながら、論文をいくつか書くことがで
きたのは幸せでした。二つ目は、分類学を専攻したことです。熊
楠翁は主に粘菌、私は無脊椎動物と研究対象こそ異なれ、成果は
雲泥の差だとしても、巨人と同じ分類学に親しんだことは私の誇り
です。三番目は、社会への働きかけです。熊楠翁は自然保護を社
会に働きかけ、その成果は鎮守の森の存続、神島の天然記念物指
定などにつながりました。私は現在、国立自然史博物館を日本で
初めて設立する活動に加わっています。設立された暁には分類学
を含む自然史科学の振興がなされ、結果として熊楠翁にあやかり、
自然が守られ、人類の持続可能性が高まることを願っております。

　南方熊楠賞を記念して授賞式
当日（５月 11 日㊏）は、南方熊楠
邸の観覧料が無料になります。
　南方熊楠顕彰館は、14 時 30
分で閉館（最終入館 14 時）しま
すが、南方熊楠邸は、17 時（最
終入場 16 時 30 分）まで、ご覧
いただけます。

【②受賞記念パーティー】
☆ 5 月 11 日㊏
　16 時 30 分～
☆南方熊楠顕彰館
☆ 60 名［先着］（要申込み）
☆ 3,000 円

【①授賞式】
☆ 5 月 11 日㊏
　13 時 30 分～
☆紀南文化会館「小ホール」
☆◇授賞式
◇馬渡氏 記念講演

『ヒトの目にとまらない生き物たち』
☆ 200 名［先着］（要申込み）

﹁
顕
彰
館
へ
行
こ
う
！
﹂

︻
こ
ど
も
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト
︼

☆
☆
５
月
５
日
㊐
㊗　

10
時
～

16
時
30
分
（
最
終
入
館
）

☆
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
収
蔵
庫
特
別
入
室
体

験
（
各
先
着
30
名
）

︻
南
方
熊
楠
賞
記
念
特
別
公
開
︼

☆
☆
５
月
11
日
㊏　

10
時
～
16

時
30
分
（
最
終
入
場
）

※
南
方
熊
楠
顕
彰
館
は
、
14
時

30
分
（
最
終
入
館
14
時
ま
で
）

に
閉
館
し
ま
す
が
、
邸
は
右
記

時
間
ま
で
入
場
で
き
ま
す
。

☆
南
方
熊
楠
邸
の
入
場
無
料

　

た
な
べ
営
業
室
を
２
係
体
制

と
し
、
こ
れ
ま
で
の
シ
テ
ィ
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
等
に
加
え
、
商
工

振
興
課
で
所
管
し
て
い
た
友
好

姉
妹
都
市
等
の
交
流
事
業
を
行

う
﹃
価
値
創
造
係
﹄
と
、
山
村

林
業
課
が
中
心
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
た
移
住
相
談
を
、
市

域
全
体
を
対
象
と
し
た
移
住
サ

ポ
ー
ト
総
合
窓
口
と
し
て
、﹃
移

住
定
住
推
進
係
﹄
を
設
置
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
商

工
振
興
課
を
再
編
し
、
交
流
推

進
係
を
創
業
立
地
推
進
係
に
変

更
し
、
創
業
支
援
や
企
業
立
地

に
よ
り
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

3/31 まで 4/1 から

たなべ営業室
企
画
部

たなべ営業室

価値創造係

移住定住推進係

商
工
観
光
部

商工振興課

商工労政係

交流推進係

商工振興課

商工労政係

創業立地推進係

▼
南
方
熊
楠
邸

　
南
方
熊
楠
顕
彰
館

▲
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指定緊急避難場所、指定避難所を示す標識を設置しました

問合せ　防災まちづくり課 地域防災係（☎ 0739-26-9976）
　

市
で
は
、
昨
年
4
月
に
災
害
対
策

基
本
法
に
基
づ
き
、
指
定
緊
急
避
難

場
所
及
び
指
定
避
難
所
の
指
定
を
行

い
ま
し
た
。

　

指
定
緊
急
避
難
場
所
と
は
、
災
害

が
発
生
し
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
に
、
そ
の
危
険
性
か
ら
逃

れ
る
た
め
、
緊
急
的
に
避
難
す
る
施

設
で
、
洪
水
・
土
砂
災
害
・
津
波
等

の
災
害
種
別
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
避
難
所
と
は
、
災
害

の
危
険
性
が
あ
り
、
避
難
し
た
住
民

が
災
害
の
危
険
性
が
な
く
な
る
ま
で

滞
在
し
た
り
、
災
害
に
よ
り
家
に
戻

れ
な
く
な
っ
た
住
民
が
一
定
期
間
滞

在
し
た
り
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

今
回
、
指
定
緊
急
避
難
場
所
や
指

定
避
難
所
の
位
置
や
各
施
設
が
ど
の

災
害
種
別
に
対
応
し
て
い
る
の
か
を

平
時
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
各
施
設
に
標
識
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
標
識
に
使
用
し
て
い
る
指

定
緊
急
避
難
場
所
等
を
示
す
図
記
号

に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
に
よ

り
全
国
的
に
標
準
化
さ
れ
た
下
の
図

記
号
を
用
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
も
ち
ろ
ん
、

毎
年
の
大
雨
や
台
風
に
よ
る
災
害
な

ど
が
発
生
し
た
際
に
は
、
ど
こ
に
避

難
す
る
の
か
、
ど
こ
が
避
難
で
き
る

指定避難所 指定緊急避難場所 津波避難ビル

災害種別
洪水 /
内水氾濫 津波 高潮 崖崩れ・

地滑り 土石流 大規模な
火事

　
設
置
し
て
い
る
標
識
の
一
例

（
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
）

▲

市税等の納付に関するお知らせ

問合せ　納税推進室 検収係（☎ 0739-26-9922）

在宅血液透析導入にかかる機器設置工事費の助成・
身体障害者を対象とした特殊マットの給付基準額について

問合せ　障害福祉室（☎ 0739-26-4902）

ス
マ
ホ
で
市
税
等
の
納
付
が

簡
単
に
！

　

４
月
１
日
㊊
か
ら
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
（
P
a
y 

B
）

で
、
市
税
・
保
険
税
等
の
納
付

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
プ
リ
か
ら
納
付
書
の
バ
ー

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
事
前
に

登
録
し
た
銀
行
口
座
か
ら
即
時

に
納
付
が
で
き
ま
す
。
コ
ン
ビ

ニ
や
金
融
機
関
の
店
舗
が
お
近

く
に
な
く
て
も
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
簡
単
に
納
付
で
き
ま
す

の
で
、是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
領
収
書
は
発
行
さ

れ
ま
せ
ん
。
必
要
な
方
は
、
コ

ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
窓
口
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く

は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
納
付
で
き
る
科
目　

市
県
民

税
等
で
コ
ン
ビ
ニ
収
納
バ
ー

コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
た
納
付
書

が
対
象

■
利
用
出
来
る
銀
行　

紀
陽
銀

行
、
三
菱
U
F
J
銀
行
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
、
じ
ぶ
ん
銀
行
、

市
税
等
の
﹁
口
座
振
替
領
収

の
お
知
ら
せ
﹂
の
発
行
を
廃
止

　

市
で
は
、
市
税
や
国
民
健
康

保
険
税
、
使
用
料
等
の
口
座
振

替
収
納
後
、﹁
口
座
振
替
領
収

の
お
知
ら
せ
﹂
を
送
付
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
31
年
度
（
平

成
31
年
４
月
振
替
分
）
か
ら
、

経
費
節
減
の
た
め
、
廃
止
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

振
替
済
の
確
認
に
つ
い
て

は
、
預
金
通
帳
の
記
帳
に
よ
り

ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
等
で
納
税

額
が
確
認
で
き
る
書
面
が
必
要

な
方
は
、
各
担
当
課
室
で
納
税

額
確
認
書
や
納
税
証
明
書
を
発

行
し
ま
す
。（
※
納
税
額
確
認

書
は
無
料
、
納
税
証
明
書
は
有

料
で
す
。）

■
対
象
科
目　

市
県
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
医
療
保
険
料
、集
落
・

地
域
・
戸
別
排
水
処
理
施
設
使

用
料
、
学
校
給
食
費

在
宅
透
析
を
始
め
る
場
合
に

必
要
な
住
宅
改
修
費
の
一
部

を
助
成

■
対
象
者　

市
内
に
お
住
ま
い

で
、
じ
ん
臓
機
能
障
害
の
身
体

障
害
者
手
帳
を
所
持
し
、
在
宅

血
液
透
析
を
始
め
ら
れ
る
予
定

の
方

■
助
成
対
象
工
事　

在
宅
血
液

透
析
機
器
を
作
動
さ
せ
る
た
め

に
必
要
な
電
気
工
事
費
又
は
給

排
水
工
事
費

■
助
成
額　

世
帯
の
課
税
状
況

に
よ
り
、
左
記
の
助
成
上
限
額

と
工
事
費
を
比
較
し
て
低
い
方

の
額

◇
生
活
保
護
世
帯

上
限
60
万
円

◇
市
民
税
非
課
税
世
帯

上
限
50
万
円

◇
市
民
税
課
税
世
帯

上
限
18
万
円

■
そ
の
他　

設
置
工
事
を
始
め

る
前
に
、
申
請
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

障
害
者
等
日
常
生
活
用
具
給

付
事
業
に
お
け
る
基
準
額
等

の
変
更

■
対
象
品
目　

特
殊
マ
ッ
ト

（
性
能
：
褥じ
ょ
く
そ
う瘡

予
防
の
機
能
を

有
す
る
も
の
）

■
基
準
額　

10
万
円

■
自
己
負
担
額　

原
則
１
割
負

担
（
※
所
得
に
よ
り
、
負
担
上

限
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。）

■
そ
の
他　

事
前
に
申
請
が
必

要
で
す
。
必
ず
購
入
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
対
象
の
方

は
、
介
護
保
険
福
祉
用
具
貸
与

制
度
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

■対象となる方
年齢 身体障害者手帳の等級

3 歳以上 18 歳未満 下肢又は体幹機能障害 2級以上の方

18 歳以上 下肢又は体幹機能障害 1級で、常時
介護を要する方

※身体障害者手帳の有無に関わらず、障害者総合支援法に
基づき厚生労働大臣が定める疾病に該当する難病患者で上
記の障害程度と同程度の場合にも給付対象となります。

イ
オ
ン
銀
行
な
ど
27
金
融
機
関

（
※
順
次
拡
大
予
定
）

場
所
な
の
か
を
事
前
に
知
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

平
時
よ
り
各
施
設
の
標
識
を
確
認

し
て
い
た
だ
き
、
自
分
自
身
が
ど
の

よ
う
に
避
難
を
す
る
の
か
を
考
え
て

い
た
だ
き
、
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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広場（カッパーク）
武道館

←至み
なべ

至白浜→↑紀伊田辺駅

扇ケ浜公園内に新しく広場が完成しました

問合せ　管理課 公園係（☎ 0739-26-9966）     

市内にある著しく危険と認定された
不良空家等の解体撤去を行う方に補助金を交付します

問合せ　下記参照

　

扇
ケ
浜
公
園
整
備
事
業
に
よ

り
、
扇
ケ
浜
公
園
内
に
新
し
く

広
場
（
カ
ッ
パ
ー
ク
）
が
完
成

し
ま
し
た
。
広
場
内
に
は
野
外

ス
テ
ー
ジ
、
夕
陽
の
展
望
ス

ペ
ー
ス
等
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
、
イ

ベ
ン
ト
等
の
会
場
と
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
扇
ケ
浜
公
園
内

で
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
予
約
・
申
請

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
上
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
不
良
空
家
等
の
所
有
者
や
そ

の
相
続
人
な
ど
で
、
市
税
の
滞

納
の
な
い
方

■
補
助
金
額　

不
良
空
家
等
の

解
体
工
事
に
要
す
る
金
額
の
3

分
の
２
。
た
だ
し
、
上
限
は

50
万
円
で
す
。

※
平
成
31
年
度
は
16
件
程
度
の

予
定
で
す
。
ま
た
、
危
険
性
の

高
い
空
家
等
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

☆
事
前
に
田
辺
市
不
良
空
家
等

認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
下
記
又
は
各
行
政
局
産
業

建
設
課
（
23
ペ
ー
ジ
参
照
）
へ
、

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
、
下
記
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

市
職
員
が
建
物
の
腐
朽
・
破

損
等
の
程
度
を
調
査
し
、
採
点

が
60
点
以
上
と
な
る
と
、
認
定

さ
れ
ま
す
。

■
不
良
空
家
等
認
定
申
請
期
間

４
月
1
日
㊊
～
５
月
10
日
㊎

■
解
体
補
助
金
交
付
申
請
期
間

６
月
３
日
㊊
～

※
解
体
工
事
を
２
０
２
０
年
２

月
29
日
㊏
ま
で
に
終
了
す
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

☆
建
築
課 

建
築
係
（
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
1
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
５

第 30 回田辺市スポーツ賞が贈られました

問合せ　スポーツ振興課 市民スポーツ係（☎ 0739-25-2531）

▲受賞者の皆さん（3 月 3 日㊐表彰式）

　

市
民
や
市
出
身
の
方
で
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方

や
国
内
・
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
出
場
し
、
優
秀
な
成
績
を
収

め
ら
れ
た
方
を
対
象
に
ス
ポ
ー

ツ
賞
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た

た
え
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

ス
ポ
ー
ツ
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

全
国
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
し

優
勝
し
た
方
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
方

︻
個
人
の
部
・
16
名
︼

■
水
泳　

曽
輪 

貴
博

■
弓
道　

石
本 

千
夏
、
杤
﨑 

昌
志

■
陸
上　

谷
本 

真
、
橋
本 

奈
津

■
卓
球　

後 

悠
太

■
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク　

古
久
保 

喜
朋
、
奥
山 

礼
都

■
少
林
寺
拳
法　

水
永 

章
、
谷
口 

藍
梨
、
惠
中 

崇
敬

■
カ
ヌ
ー　

冨
塚 

晴
之
、
竹
中 

光
、

濱
本 

子
龍

■
レ
ス
リ
ン
グ　

谷
口 

虎
徹

■
柔
道　

髙
野 

大
地

全
国
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場

し
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方

︻
個
人
の
部
・
9
名
︼

■
ボ
ー
ト　

木
下 

早
苗

■
陸
上　

堀
木 

真
由
、
中
平 

久
永
、

鈴
木 

杏
奈

■
カ
ヌ
ー　

西
山 

史
扇
、
山
本 

妙

湖
、
谷
地 

あ
い

■
少
林
寺
拳
法　
廣
田 

陽
美

■
空
手
道　
澤
辺 

千
鶴

︻
団
体
の
部
・
6
団
体
︼

■
田
辺
高
等
学
校
新
体
操
部

若
勇 

歌
乃
葉
、
浦 

ひ
か
り
、
平 

晴

菜
、
垣
本 

真
子

■
田
辺
高
等
学
校
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー

ゲ
ル
部

坂
本 

夏
巳
、
北 

弥
生
、
中
道 

香
澄

■
神
島
高
等
学
校
弓
道
部

瀧
本 

未
侑
、
福
榮 

桜
子
、
谷
口 

未

華
、
前
田 

沙
希
、
岩
見 

百
華
、
碓

井 

晴
捺

■
田
辺
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
ク
ラ
ブ

野
久
保 

翔
万
、
竹
中 

光
、
濱
本 

子

龍■
田
辺
工
業
高
等
学
校
体
操
競
技
部

今
岡 

一
斗
、
中 

虹
太
、
中 

開
紀
、

中 

心
太
朗
、
森
山 

一
稀

■
田
辺
工
業
高
等
学
校
陸
上
競
技
部

都
築 

勇
貴
、
野
村 

優
作
、
重
石 

卓

哉
、
井
澗 

洸
太
、
井
澗 

翔
太
、
福

本 

翔
、
水
井 

翔
哉

　
▼
不
良
空
家
の
例

▲

概略図 ※扇ケ浜公園内では、2020 年 8 月 31 日までの予定で武道館建築工事が行
われています。この期間、扇ケ浜公園の一部及び扇ケ浜海岸駐車場の一部
（斜線で示した部分）が使用できません。これらの施設をご利用される皆さ
んにはご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。


